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摘要 海外 か らの 製材品 ・家具等 の 輸入 に と もな い ，様 々 な木材害虫の 侵入が認め られ て い る．こ

れ らの 中 に は 日本 に 定着 し，木造家屋 な ど に 深刻 な 被害 を 及 ぼ す もの も知 られ る．本総説 で は，戦

後，ラ ワ ン材 の 罟虫 と して 有名 に な っ た乾材害虫 ヒ ラ タ キ ク イ ム シ，お よ び最近被害 が 顕在化 して

い る外来種 ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リに つ い て ，各 々 の 被害事例 を 紹介す ると と もに ，生態的特徴

お よ び被害対策の 現状 に っ い て 解説す る．
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Abstract．　Var工ous 　wood ・destroying　pests　have　invaded　Japan　via 　imported　timber 　and 　furni・

ture　from　foreign　cQuntries 、　 Some 　Qf 　the　pests　have　become 　established 　in　Japan，　and 　cause

serious 　harm 　to　wooden 　houses．　 This　review 　sumnlarizes 　damage 　cases ，　biological　features　and

recent 　 damage 　 colltrol　 concerning 　 two 　 pests　 which 　 have　 caused 　 damage 　 in　 Japan： a

powderpost 　beetle，　L｝
・cl
’
”s　branneus，　which 　has　beconle　notorious 　since 　Wor ！d　War 　II，　as 　a　post

of 　lauan 　woods ，　and 　an 　jnvasive 　drywQod 　termite，　Incisitermes　minor ．

Key 　words ：Lyctus　brunneus，　incisitermes　minor ，　Damage 　case ，　Damage 　controL

1． は じめに

　木材流通 の グ ロ
ーバ ル 化 ・高速化 は我 々 に 安価

な製 材品 を供 給 し，豊 か な住 環境 を提供 して き

た．そ の
一

方で ，海外製品 ・家具等に 付着 した昆

虫類が ノ ーチ ェ ッ ク で 国内に 持 ち込 ま れ 定着す る

と い う 「外来 種問題」 も引 き起 こ し て きた （大

村 ・所 ， 2003；後藤 ， 2003 ），

　戦後， ラ ワ ン 材 を は じ め と す る南方産 広葉樹 の

輸入増加 に 伴い の 輸入伴い，乾材害虫 ヒ ラ タキ ク

イ ム シ （Lyctus　brunneus）に よ る被害 が顕在化 し
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た．被害対策 と して ，1974 年か ら約 10 年 の 間に

フ ロ
ー

リ ン グ， 製材， 合板の 日本農林規格 （JAS）

に 順次 防虫処理が採用 され た （芝本 ， 1985），そ

れ で も， 各種製材品 ・木質材料に お ける乾材害虫

の 発生事例 は後を絶 たな い （岡野， 2005； 大村 ，

2007 ）．

　 ま た咋今，国内で は 「外来種 」 ア メ リカ カ ン ザ

イ シ ロ ア リ （lncisitermes　minor ）に よ る被害 が大

き くク ロ ーズ ア ッ プ され て い る．「乾材 シ ロ ア リ」

（Drywood 　termite ）と総称 され る レ イ ビ シ ロ ア リ

科 （Kalotermitidae）の シ ロ ァ リは ，そ の ほ とん ど

が森林内の 枯木 ・ 枯枝に生息 し
， 木造建築物へ の

被害を及ぼす種類 はわザ か で ある． 日本国内で は

ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リと，奄美大島以南の 南

西諸島お よび小笠 原諸島に の み 分布す る ダ イ コ ク
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図 1 　ヒ ラ タ キ ク イ ム シ （a ＞と コ ク ヌ ス トモ ドキ （b）

シ ロ ア リ （C7　yPtotermes　domesticus）の 2 種 類 が

木材加害種と みな され て い る （森本 ， 2008 ）．

　本総説 で は，乾材害虫の 代表格で ある ヒ ラ タキ

ク イ ム シ の 生態的特徴を中心 に ， そ の 対策の 歴史

と最近 の 被害例に つ い て 解説す る．さ ら に
，

ア メ

リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リの生 態的特徴 と住宅被害例

お よび対策の 現状に つ い て 紹介す る．

2． 乾 材 害 虫

2．1　 ヒ ラ タキクイム シ の 生態的特徴

　現在， ヒ ラ タ キ ク イ ム シ が属する ヒ ラ タ キ ク イ

ム シ 科 は世界で 約 70 種 ， 日本で は 3 属 7 種が 記

録され て い る （岩田 ， 2005）． ヒ ラ タキ クイ ム シ

成虫 （図 1（a）） の 体長 は幼虫期 の 栄養条件に よ っ

て異な り， 1．5’− 8　mm と個体差が 非常に大 きい ．

幼虫で 越冬 し材の 表層近 くで 蛹化 し， 春〜夏 に か

けて 羽化す る．後食はせず ， 成虫期間は約 10 日

とされ る が，人工 飼育時 で は約 1 ヵ 月近 く生存す

る場合 もあ る，卵は広葉樹の 辺材部の 道管や材 の

割 れ 目な ど に産み 付 け ら れ る．産卵に 適 した 含水

率 は繊維飽和点以下 7％程度ま で で ， 16％が最適

とされて い る （野渕 ・鈴木，1993 ）．卵期間 は 10

日程 度で ， 孵化 した幼 虫 は材 内部 を 穿孔 ・食害

し，表面 に現 れ る こ とは な い．主 な栄養源 は材 中

の デ ン プ ン ・単糖類お よ び タ ン パ ク質で ，
セ ル

ロ ー
ス 分解力 は な く， ま た窒 素固定能 もな い．特

に デ ン プ ン の 多 い 広葉樹の 辺材部分が産卵対象 と

な り，広葉樹の 心材や針葉樹には産卵 しない ．そ

の 理 由と して は，デ ン プ ン な どの 栄養分が不足 し

て い る こ と と，一
部 の 紬出成分が産卵阻害効果 を

示すため と されて い る．

2．2　乾材害虫対策の 歴史 と対策の 現状

　日本 に お け る虫害対策 の 歴史は明治時代に遡 る

（芝本 ， 1985）．当時は竹の 虫害が問題 とな っ て お

り ， 竹材の 害虫 と して ヒ ラ タ キ ク イ ム シ
， タ ケ ナ

ガ シ ン クイ などの 種名 が同定された．大正時代か

ら昭和初期 に は ， 木材 ・竹の 害虫 の 分類が 体系的

に 行わ れ，種類に よ っ て 生態が 大 き く異 な る こ と

が明 らか とな っ て きた． しか し薬剤 に よ る防虫処

理 は行わ れ て い な か っ た，戦後 ， 住宅着工 の 急増

に応 じて 木材の 需要が 高ま り，ラ ワ ン 等の 南方産

広葉樹の 輸入が増加 した．こ れに ともない ラ ワ ン

材 ， ナ ラ材 ， 竹材を使 っ た一般住宅や講堂 ， 体育

館と い っ た公共施設で も ヒ ラ タキ クイ ム シ に よ る

被害が 顕在化 した ．例え ば 1967 年 に は公団住宅

で （無処理 の ）ナ ラ材 フ ロ
ー

リ ン グに ヒ ラ タキ ク

イ ム シ の集 団発生が， 昭和 1970 年に は や は り公

団住宅 で （無処理 の ） ラ ワ ン 材を使 っ た下駄箱 に

ヒ ラ タキ ク イ ム シ の集 団発生 が生 じ，こ れ らは新

聞報道等が な され社会問題化 す る とと も に ， 施工

業者が高額 の保証金を 支払 う事態 とな っ た．こ の

よ うな事例を受 け ， 各種製材お よ び木質材料へ の

防虫処理 の 検討が 急 ピ
ッ チ で 進ん だ。そ の 結果，

防虫処理 が 1974年に フ ロ
ー

リ ン グの 凵本農林規

格 （JAS）に 規定 され，1976 年 に製 材 JAS ，1985

一 20 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

表 1 防虫処理 用薬剤 （（社）日本木材保 存協会認定薬剤 （2009 年 1月現在））

用途 薬剤の 種類 主成分

加圧注入用

接着剤混入処理用

表面処理用

ほ う素系化合物

有機 リン 系

ピ レ ス ロ イ ド系

ピ レ ス ロ イ ド系

ホ ウ 酸

八 ホ ウ 酸 ナ ト リ ウ ム

フ ェ ニ トロ チ オ ン

シ フ ェノ ト リ ン

ビ フ ェ ン ト リ ン

エ ト フ ェン プ ロ ッ ク ス

年に合板 JAS に 規定され た．そ の 間，ヒ ラ タキ ク

イ ム シ の 人工飼育方法 や防虫試験法が確立 され ，

80 年代 に は
一

通 りの 防虫対策が 確立 され た ．当

時使用 され た 防虫薬剤 は，現在で は安全性 の 而か

ら使用 さ れ な くな っ た も の もあ り， 2009 年 1月

現在の （社）日本木材保存 協会 の 認定薬 剤 は表 1

の とお りで あ る．

　乾材害虫対策 と して は ，材 料供給 の 観点 か ら

は，予防効果 の あ る防虫処理 の ほか ， 広葉樹を使

用する場合 は 産卵対象 とな る辺材部を 除去 して の

製品化 ， 針葉樹基材製品等へ の 代替が 考え られ

る．被害発生が確認 された場合 は，まず発生源 の

特定を行 うと と も に ， 発生源 を除去す る．除去で

きな い場合 は，被害範囲 に応 じて 狭 い範 囲で あれ

ば殺虫剤 ， 広 い 範囲で あれ ば くん蒸や熱処理 に よ

り駆除を行 うの が 一般的な方法で あ る．

2．3　乾材害 虫被害の現状

　現行の 植物防疫上 の 消毒 の 要求性能は ， 材 の 中

心温度が 56℃ 以上の 状態が 30 分以上保たれ ， か

っ 水分含量が 20％以 下 とな る こ と で あ る （全 国

梢物検疫協会， 2007 ）．例えば合板の 製造過程で

は ， 丸太 を ス ラ イサ
ー

で 剥い て 作 られ る単板を乾

燥 させ る工程 （「ド ライ ヤ
ー」） で は 150〜175℃

に，単板 どうしを接着剤 で 貼 り合 わせ ， そ の 接着

剤を硬化 させ る工 程 （「ホ ッ ト プ レ ス 」）で 100〜

130℃ に 加熱 さ れ る． っ ま り，仮に 丸太を貯蔵 し

て い る時点で乾材害虫が産卵 して い て も ， 製造直

後は す べ て 死ん で い る と考え られ る ． した が っ

て ，合板に 生 じ る乾材害虫被害 は，製造後の 養生

段階 また は流通，工 場で の 保管 の 過程お よび それ

以降で 生 じる と考え られ る．

　そ こ で 筆者 らは乾材害虫発生 ・ 被害 の 実態を把

握すべ く， 現在流通 して い る木質材料の ヒ ラ タキ

ク イ ム シ 食害実験お よ び被害状況調査 を行 っ た

（槇原 ら， 2006；大村 ら，
2008 ）．

　 ヒ ラ タ キ ク イ ム シ の 終齢幼虫を当該材料に 対 し

て 栄養成分を注入処理後に強制摂食させ
， 成虫 と

な っ て羽化 ・脱出するかを試験 した と こ ろ ， 対照

材 と して 用 い た ゴ ム ノ キ辺材か らは成虫が確認 さ

れず ， 試験材 も黄色系 ラ ワ ン材 （イ エ ロ
ーメ ラ ン

チ ） の
一

部 か ら の み 12個体 の 成虫が 発生 した

（表 2）． ま た ， パ ー
テ ィ ク ル ボ ー ドで は 終齢幼虫

に よ る食害が全 く確認 され な か っ た．材か らの 成

虫の 脱出 こ そ 認 め られ なか っ た もの の ，カ ラ マ

ッ ， ス ギ基材 の 合板 ・ LVL と い っ た針葉樹系材

料で は，多 くの 試験 体で 食害 孔 の 延伸 が認 め ら

れ ， 羽化 した成虫 も確認され た．こ れ は試験法 篤

終齢幼虫と と も に デ ン プ ン を栄養源 と して 投与 し

た た め，針葉樹系材 料 で も成 虫 の 羽化 が可 能で

あ っ た と考え られ る． ヒ ラ タキ クイ ム シ は針葉樹

に は産卵 は しない が，幼虫 は針葉樹を食害する こ

と もあ る，と い う実例が示 され た．そ して 「ラ ワ

ン 合板が必ず しも食害 され るとは限 らない」 と い

う結果を示す こ と とな っ た．辺材部 で あ っ て も材

に よ っ て ヒ ラ タ キ ク イ ム シ の 栄養 となる成分 の 含

有量 に は バ ラ ツ キが あ る た め，こ の よ うに ヒ ラ タ

キ クイ ム シ の 発生 に恣意性が 認め られ た と考え ら

れ る （岩田 ， 2005 ）．な お ， k 記試験体を試験後，

供試 した ヒ ラ タ キ クイ ム シ を再調査 した結果 ， ア

フ リカ ヒ ラ タキ ク イ ム シ （L．姻 oαπ πs）と判明 し

た．現在，試験実施機関で あ る京大生存研で ， ヒ

ラ タ キ ク イ ム シ を用い て 同
一

材料に対す る再試験

を実施中で あ る．結果 に よ っ て は ， ア フ リカ ヒ ラ

タキ ク イ ム シ と ヒ ラ タ キ ク イ ム シ とで ，食害度 な

どに差が生 じる可能陸が あ り ， 試験結果が 待たれ

る と こ ろ で あ る．

　
…

方，乾材害虫 に よ る被 害状況調査 に 関 して
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表 2 各種木質材料 の ア フ リカ ヒラ タキ クイ ム シ幼虫試験結果
（注〕

番号 試験材料 接着剤
成虫脱出孔

　 合計

　平均

食害度＊3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12mln ラ ワ ン 合板 　自系

12mm ラ ワ ン 合板　黄系

12mm ラ ワ ン 合板　赤系
12mm ラ ワ ン 合板　赤系

12mm 輸人 ラ ワ ン 合板

9mm シ ナ合板

10mm ゴ ム ノ キ辺材対照材
12mm ラ ジア

ー
タ 合板

12mm カ ラ マ ツ 合板
12mm ス ギ合板

39mm カ ラ マ ツ LVL
39mm ラ ジ ア

ータ LVL

】5mm ラ ン バ コ ア 〔フ ァ ル カ タ）

20mm パ ー
テ ィ ク ル ボ

ー
ド

非 ホ ル ム ァ ル デ ヒ ド系

非ホ ル ム ア ル デ ヒ ド系

非 ホ ル ム ァ ル デ ヒ ド系

　　 F☆☆☆☆
＊l

　　　 F☆
＊1

非 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド系

　　 F☆☆☆☆
＊ 1

　　 F☆☆☆☆
＊ 1

非 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド系

M タ イ プ ＊2

02　

1

（1 セ ッ トの み）
000000000000

0311

230032775800111111111010

（注） 試験方法は（社）ti本木材保存協会規格　第 8 号　1992 （11に 準 じた，試験後，供試 した ヒ ラ タ キ ク イ ム シ を 再

　 調査 した 結果，ア フ リカ ヒ ラ タキ ク イ ム シ で あ る こ とが判明した．
＊上

合板等木質建材 は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド放散量 に 応 じて F☆☆☆☆
〜F☆ に 等級付 け さ れ て い る．F☆☆☆ ☆ は放散

　 量平均値 0．31ng／L，最大値 0．4　mg ／L，　F ☆ は 放散量平均値 5．O　mg 〆L，最大値 7．O　mg ／L ．
＊ 2

ユ リア
・メ ラ ミ ン 共縮合樹脂接着剤

＊ 3
試験体 3 体 の 平均値．食害度 の 基準 ： 食害 なし： O，ア ル ミ板の 穴 に接した部分 の み食害 ； L ア ル ミ板 の 穴 に 接

　　した 部分 か らの 横穴 の 形成 の み ： 2，試験体内部へ の 穿孔 ： 3

は，国内 の 合板工 場に協力を仰 ぎ，工 場内で フ ラ

イ ン グ ・イ ン セ ク ト ト ラ ッ プ を設置 し， ト ラ ッ プ

される 甲虫類を採取， 種同定を行 っ た．そ の 結果，

2006 年 に は 10 工 場 で 計 28 科 355 個 体，2007

年に は 6 工 場で 22 科 70 個体 の 甲虫類 が 採取 さ

れた が，い ずれ の 工場に お い て も木材に影響を 与

え る甲虫類，乾材害虫 は全 く捕獲 されず，そ の 多

くは貯穀害虫お よ び屋 外よ り飛来 した と考え られ

る 野外生息甲虫類で あ っ た （槇原 ら，2007 ），

2．4　最近 の 被害事例

　屋内で 発見 さ れ る 甲虫類 は ，木材や竹 と い っ た

建材に被害を及 ぼす乾材害虫 の ほか，貯穀類 に発

生す る貯穀害虫や乾燥動 ・植物質 ，
カ ビ な どを食

べ る もの ，これ らを捕食す る天敵昆虫類 の ほ か ，

電 灯に飛 来して 侵入す る もの な ど多岐に 亘 る （野

渕 ・鈴木 ， 1993 ）．

　 2007 年 1年 間 の 森林総合研究所 へ 寄せ られ た

問 い 合わ せ 内容を解析した と こ ろ，昆虫関係の 問

い 合わ せ は 75 件で ，そ の うち ヒ ラ タ キ ク イ ム シ

を 含め た乾材 害虫 に 関す る件数は 23 件 と全体 の

図 2 　オ オ ナ ガ シ ン ク イ ム シ

， ．・
皇

戀
韈

灘
鞴

鑼
覊

嬲

．靉

麟

覊

約 3 割で あ っ た．他は カ ミキ リム シ な ど の 生丸太

の 害虫や ハ チ類 の ほ か， ヒ ラ タキ クイ ム シ と問違

わ れ る こ と の 多 い コ ク ヌ ス トモ ド キ （Tribolium

castaneum ）（図 1（b））な ど の 貯穀害虫 や，カ ビ食

い の 甲虫類で あ っ た．
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　以下，最近の 問い 合わせ事例を箇条書 きで 記す．

  集合住宅の 作 り付 けの 台所扉 に 使用 され て い た

　 中国産 の キ リ材 か ら，オ オ ナ ガ シ ン ク イ ム シ

　（Heterobostr：vchus 　hamatiPennis＞（図 2）発生，

  学校 の 体育館床下地材の ラ ワ ン 合板 か ら オ オ ナ

　 ガ シ ン クイ ム シ 発生．

  ネ ッ トで購入 した トネ リ コ 基材の フ ロ ー
リ ン グ

　材か らケ ヤ キ ヒ ラ タキ クイ ム シ （L．sinensis ）発

　 生．

  ド リ ア ン 製 の ベ ビ ーベ
ッ ドか ら 1 月 に ヒ ラ タ

　 キ ク イ ム シ成虫発生．

  ナ ラ材 フ ロ
ー

リ ン グか ら冬場 に ヒ ラ タキ クイ ム

　 シ 成虫発生．

  新築当初 よ り階段 の 周 りか ら ヒ ラ タキ ク イ ム シ

　発生．5 年経 っ て も発生 が収 まらな い ．

  （誤解 例 1）精米工 場で ヒ ラ タキ ク イ ム シ発生 ？

　 → 実際は コ クゾ ウ ム シ属 （SitOPhilus　 spp ．）や

　 コ ク ヌ ス ト モ ドキ属 （Tribolium　spp ．）な ど貯穀

　害虫 の み．

  （誤 解 例 2）新築 の 家屋 に ヒ ラ タ キ ク イ ム シ発

　生 ？→ 実際は乾麺が発生源 の コ ク ヌ ス トモ ドキ．

　 こ こ数年 ， オオ ナ ガ シ ン ク イ ム シ が，特 に
‘
中

鬪産 キ リ材
’

に発生す る事例が相次 い で い る．ま

た事例  は最近 の ネ ッ ト （シ ョ ッ ピ ン グ） の普及

が もた ら した弊害 と い え よ う．ク レ
ー

ム を伝え た

くて もサ イ トが 閉 じられて い れ ばなすす べ がな

い ．  ，  の 事例 の よ う に冬場で の 成虫発生 は ，

以前か ら も報告 は あ っ たが，昨今床暖房の 普及 な

ど で 冬場で も暖か い 環境が得 られ る こ とが影響 し

て い る と思わ れ る．ま た ヒ ラ タ キ ク イ ム シ は新築

当初に発生する場合は ， 家屋 に使用 され た材料や

家具な ど に木材流通 の 過程で産卵 された状態で 持

ち込まれる の が原因 と考え られ る．事例  は ， 被

害発生 に気づ い た時点 で ， 発生 源の 特定 と除去を

行 わなか っ た た め ， 発生が くりかえ され た結果 と

い え る．例え ば壁 の 下地材に 発生 して い る場合 ，

表面 に ク ロ ス が 張 っ て あ る と，ク ロ ス の 継ぎ 目な

ど，成虫が か じり破 っ て外に出やすい 部分か ら孔

を あ け て 出て くるた め ， 実際の 発生場所とは異な

る部分を発生場所 と誤解す る場合があ る．また ，

床 フ ロ ー
リ ン グ に 孔が あい て い る場合 で も， フ

ロ
ー

リ ン グ自体 が発生源で はな く， そ の 下地材が

発生源 と い う場舎 もある．特 に 家屋内で 虫の 発生

が 認 め られ た場合は ， 虫名を特定す る と と も に ，

発生源 を きち ん と特定 ・ 除去 し，部材の 取 り替え

な ど被害箇所 の 大 き さ に 応 じ て 対処す べ き で あ

る。事例  や  の よ うな誤解例 は従来か ら知 られ

て お り， 特に コ ク ヌ ス トモ ドキ は
一

見す る と ヒ ラ

タキ クイ ム シ と体色 や体長が類似 して い るため混

同され る場合 が あ る．

2．5　その 他〜低ホル ム ア ル デ ヒ ド化の 影響は ？〜

　木質建材か ら発生す る VOC 問題が取 りざ た さ

れ るなか， 平成 15 年 7月の建築基準法改正 で ，

接着剤の 架橋剤と して 長年使用 され て きた ホ ル ム

ア ル デ ヒ ドの 放散規制 と， シ ロ ア リ防除剤の 一
っ

ク ロ ル ピ リホ ス （有機 リ ン 剤） の 事実 上の使用禁

止 が な された、

　木質建材は低ホ ル ム ア ル デ ヒ ド化が進ん だ が，

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド自体 ， 古 くは防虫剤 と して 使用

され た こ と もあ り，咋今の 乾材害虫の 発生 に低ホ

ル ム ア ル デ ヒ ド化が影響 して い る の で はな い か，

とい う声が聞か れる よ うにな っ た，

　 こ こ で ， 80 年代 の 防虫対策整備の 一．LrvN と して

行われ た実験結果 をご紹介 した い （日本木材保存

協会 1981）．表 3 は ヒ ラ タ キ ク イ ム シ成虫 の 産卵

に対す る ホ ル マ リ ン の 抑制効果を示 した もの で あ

る，基材と して 使用 した ラ ワ ン 材に ，ホ ル マ リ ン

表 3 ホ ル マ リ ン の 産卵阻害効果

試験体 の 種類
産卵数

1 2 3 4 5 平均

無処 理 区

10ppm 処 理 区

100ppm 処 理 区

1000ppm 処理 区

8050341 0
ロ

UO3

FD11 970

ー

ワ一
3
ら
0

一
b7854

ウ］
3142121 38．632

．215
．02
．0

出典 ： 南方産広葉樹材等防虫処理推進事業報告書 （昭和 56 年度）
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表 4　普通合板 ・無臭合板の 脱出成虫数

試験体の 種類
フ オ ル マ リ ン

放散量 （mg 几 ｝

発生虫数

1　 　 　 2 3 4 蓐　 平均

普通合板

無臭処理

無処理

脱 フ ォ ル マ リ ン処理

O．00691
，4053

1
三　

7

1 ：

5　　　 10　 　　9　　 　9．2
4　　　 3　　　 0　　　2．8
2　　　　10　　　　1　　　　5、2

（注） 出典 ： 南方産広葉樹材等防虫処理 推進事業報告書 （昭和 56 年度）

を各々 10，100，1000 　ppm 処理 した材料各 5 検体

へ の産卵 を促 し， ホ ル マ リ ン 濃度別の 産卵数 を比

較 した．そ の 結果 ， 確か に ホ ル マ リ ン 濃度が高 く

な る に つ れ て 産 卵 数 は減 少 し て い る が ， 1000

ppm で あ っ て も，5 検体 中 4 検体 へ 産卵 した．さ

らに ， 普通合板 （現在の F☆に 相当） と無臭処理

合板，脱 ホ ル マ リ ン 処理 合板に対 して 各々終齢幼

虫を強制的に摂食 させ，羽化 して 成虫とな るか確

認 した実験で は，普通合板で 5検体申 4 検体か ら

成虫の 発生が確認 され て い る （表 4）．っ ま り，ホ

ル ム ァ ル デ ヒ ドの 放散量 の 多い 材料で あ っ て もt

ヒ ラ タ キ クイ ム シ は産卵 ・加害で きる の で ある，

事実 ，
こ れ ら の 実験デ ー

タを受け て
， 合板 の 防虫

処理 が JAS 化 され た．

3． 乾材害虫対策の 問題点

　で は ， 防虫対策が
一

通 り確立 され て い る に もか

か わ らず，な ぜ現在 で も乾材害虫に よ る被害が 間

題 に な る の で あろ うか．

　防虫対策が確立 した 80 年代〜90 年代前半は，

乾材害虫 に 関する関心が落 ち着 きを みせ て い た時

代 と思わ れ る，そ の 間， 住宅 は高気密 ・高断熱化が

進み， 1990 年代後半か らは シ ッ ク ハ ウ ス 問題が社

会問題 化 しは じめ た． また ， 室内／室外の 区別が明

瞭化 し 「室内に は虫は い な い はず」と い う意識が生

じ，家屋内で 発見 される虫が す べ て 木材 か ら発生

した と誤解す る こ と で ， 屋内で 発見され る虫へ の

新た な 関心が 増加 して き た よ う に感 じられ る，

　 また ，土述 した よ う に ラ ワ ン 等広葉樹系 の材料

を （無処理 で ）使用 した か ら と い っ て ，必ず しも

乾材害虫に よ る 被害が生 じるわ け で はな い ． こ れ

は製品中に デ ン プ ン 量 の 多い 辺材が含 まれて い な

か っ た こ と に も よ る．こ の よ うな 「被害の 偶発性」

「発生の 恣 意性」 が ， 防虫対策を行 う側に 「油断」

図 3 ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リ

を生 じさせ て しまうの で はな い だ ろ うか．

　今後 ， 確立 され た防虫対策の さ らな る普及 と と

もに，被害事例の 集約と情報提供 ，
そ して 乾材害

虫自体 の 生態 の 再検討が必要と思わ れ る．

4． 乾材シ ロ ア リ

4．1　 ア メ リカ カ ン ザ イ シ 囗 ア リの生態

　 シ m ア リは現在世界中で 約 3000 種が記録 され

て お り，
7 科 14 亜科 に 分類 され て い る．シ ロ ア リ

は熱 ・ 亜熱帯原産 と考え られ るが，人間 の 生息範

囲お よ び交流 の 拡大 とと もに，積荷や家具 ・木材

等 に付着 して 新た な大陸や 島々 に人為的に 分布域

を拡大 した種 も多 く，生態 も多様で あ る （Abe　 et

al ．， 2000）．日本で は離鳥を含め 22 種 の 定着が確

認 され て お り ， 木材 の 主要加害種 は 「地下 シ ロ ア

リ （Subterranean 　termite）」 と総称 され るイ エ シ

ロ ア リ （COPtotemaes　formOSαnUS ）， ヤ マ ト シ ロ ア

リ 〔Reticulitemaes　 SPeratus ）と 「乾 材 シ ロ ア リ

（Drywood 　termite）」 と総称され る ア メ リカ カ ン

ザ イ シ ロ ア リ （図 3），ダ イ コ ク シ ロ ア リの 4 種類

とされて い る （森本，2008 ）．また，「明治維新以
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図 4 ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リの 糞

降に 日本に 定着 した種」 を外来種とす る定義に従

う と，ネ バ ダ オ オ シ ロ ア リ（ZootermOl）sis

nev αdensis）， ア メ リカ カ ン ザイ シ ロ ア リ，
ハ ワ イ

シ ロ ア リ（Limmigr αns ）， フ ィ リピ ン イ エ シ ロ ア

リ （Co，　vastator）が外来種に該当す る．

　 ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ァ リは，乾燥 した木材 を

新た な水分 の 供給な く加害す る 「乾材 シ ロ ア リ」

の 1 種で ある． 「乾材シ ロ ア リ」 が属す る レ イ ビ

シ ロ ア リ科の ほ と ん ど は枯木 ・枯枝に生息 し， 木

造建築物 へ の 被害を及ぼ すの はわずかで ある，特

に ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リは ， 高気密 ・高断熱

化 の 進 ん だ 現在 の 日本 家屋 の 環境 下 で は，カ ナ

ダ ・ト ロ ン トにお け る定着例と併せ て 考え る と北

海道 で も生息が 可能 と考え られ る．ア メ リカ カ ン

ザ イ シ ロ ア リは北米大 陸原 産 の 外来種で あ り，

1975年の 東京都江戸川区 に お ける 被害報告か ら

20 年を経だ 2005 年末現在で ， 被害個所 は 20 都

府県 内の 市町村に点在 して い る （乾材 シ ロ ア リ対

策特別委員会， 2007）．本種は例え ば ア メ リカ ・

カ リ フ ォ ル ニ ア 州で は野外 で の 生息が認 め られて

い る が， 日本 で は家屋 内 で の 発生 の み が 知 られ

る．「乾材 シ ロ ア リ」は通常は蟻道 を作 らず，加害

場所 の 木材内に 比較的小規模の コ ロ ニ
ー

で 生活す

る．「地下 シ ロ ア リ」とは異な り ， 水分 の 供給 な く

気乾材 （含水率 12〜15％程度） 内で の生息が可

能で あ り，乾燥 した 木材を好ん で 加害す る の で ，

被害箇所 は天井や小屋組の 梁 ・板材 ， 柱上部が多

い．羽 ア リの 群飛 は小規模で ， 3〜11 月 の 昼間に

不定期に生 じる．加害 して い る木材表面か ら は，

俵型 で 表面に 6 本 の 筋が あ る顆粒状の 糞 （lmm

前後 ， 図 4）を排出す る の が特徴で あ る．

4。2　ア メ リ力力 ンザイ シ ロ ア リ対策の 現状

　ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ァ リの 生態 は，まだ未解

明な点 が多 い． したが っ て 本種 の 対策の 問題点は

情報不足 に よ り ， 打 っ 手が限 られ る こ とに ある と

思われ る，

　 ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リの 日本各地に お け る

被害 の 顕在化を受 け，2003 年に （社）日本 しろ あ

り対策協会に お い て 乾材 シ ロ ア リ対策特別委員会

が 設置され ， 2009 年に は ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ

ア リとダイ コ ク シ ロ ア リ を供試虫 と した，駆除を

目的 とす る薬剤効力試験法が確立 され た．試験法

の 概略は次 の とお りで ある．（1）木口 3cm 角 ， 長

さ 5Cln の ス ギ辺材角材に ， 木口 面中央よ り直径

1cm の孔 を 3　cm 開 ける．（2）孔の 表面 に 110士

10g ／m2 で 薬剤 を塗布 し， 室温 で 3週 間養生 す

る．（3）ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リまた は ダイ コ

ク シ ロ ア リの 擬職蟻 20 頭 を 孔 の 中に 投入 す る，

（4）孔の 開口部を ス テ ン レ ス メ ッ シ ュ で 塞 ぐ． （5）

試験期間 4 週問，繰 り返 し数 5 個 と し，性能基準

は試験終了時の 死虫率が平均 95％以上 とす る．

　 本種 に よ る被害地域 は 年々拡大 して い る が ， 被

害の 進行 は イ エ シ ロ ア リ に よ る もの と比較す る

と ， きわ め て 緩や か で あ る．実際，被害原因 と考

え られる事象があ っ て か ら家人が被害に気づ く，

つ ま り被害が顕 在化する の に 10 年以上要 して い

る事例が多 い．乾材 シ ロ ア リは木材内部に 入 り込

ん で 生活 して お り，通常蟻道 をっ くらな い た め
，

材表面か らで は ど こ に シ ロ ア リが い るか判断で き

な い ．従来 か ら防除対象で あ っ た イ エ シ ロ ア リや

ヤ マ ト シ ロ ア リに よ る被害の 有無 は ， シ ロ ア リが

土や排出物で作 る 「蟻道」 と い う ト ン ネ ル 状の 覆

い を見っ ける の が めや すの
一

っ で あ るが，本種 は

通常 「蟻道」を作 る こ とな く木材内部に穿孔 して

コ ロ ニ ーを作 り加害 し，材表面 の 直径 2mm 程度

の 穴 か ら排出され る顆粒状の 糞が，被害発見の 数

少な い め やす と な る．

　板倉 らは分子生物学的手法に よ り， ア メ リ カ カ

ン ザ イ シ ロ ア リの 発生地域の コ ロ ニ ー間で，近縁

度解析を行 っ た （板倉 ら，2007 ），そ の 結果 ， 日本

で は少な くとも 3 系統存在 して お り， 隣接 した都
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市で あ っ て も別系統 で ある，な どが明 らか とな っ

て い る．本結果か ら， 板倉 らは ア メ リ カ カ ン ザ イ

シ 囗 ア リは物流等人的活動 に よ り新 た な場所に 運

ば れ た後， 群飛 に よ り生息域 を拡大 して い る と結

論づ けて い る．

　現在 ， 被害現場で 行 われ て い る駆除処理は ，被

害箇所個別の 薬剤処理 と ， くん蒸処理 の 2 通 りで

あ る．薬剤 の 塗布や 吹付けで は い うま で もな く，

ド リル 等で 穿孔 して 薬剤を注入 して も内部全体 に

完全 に薬剤を行 きわた らせ る こ と は 困難で あ る．

シ ロ ア リの 食害に よ る微小な木材 の 破壊波 （AE ：

ア コ ー
ス テ ィ ッ ク ・ エ ミ ッ シ ョ ン ）を検 出で きる

機器や，電磁波を当て て 材内や壁 内で 移勤す る物

体を検出す る機器 （ターマ ト ラ ッ ク  ）な どが 市

販され て い る の で ，そ れ ら の機器類を使用 して ，

シ ロ ア リの 活動が活発な個所に集中的に薬剤処理

を行 っ て 防除効率 を高め，貝っ 1 回の 処理だ けで

な く，定期的 な再処理 を行 うな ど の 対策が検討 さ

れ て い る．

　 くん蒸処理 は ， 家屋 1件ま る ご と天幕等で 包 ん

で 養生 して か ら ， フ ッ 化ス ル フ リル な ど木材へ の

浸透性が高い 薬剤を家屋内へ 蔓延 さ せ る方法で あ

る， しか し， 本法 は薬剤 の 急性毒性が 高い た め ，

住宅密集地 で は使用 しに くい ．さ らに ，養生 を含

め た防除 コ ス トが か か る うえ に ，薬剤 に は残効性

が な い の で ， 周辺に被害家屋が あれ ば羽 ア リの 侵

入等に よ り再発す る危険性 が あ る と い う こ と も念

頭に お い て 使用 しな くて は な らな い．

5， お わ り に

　乾材害虫や乾材 シ ロ ア リは ，木材の 含水率が繊

維飽和点以 ドの 材で 生 息 可能な昆 虫で あ るた め，

製材晶や 木質材料，そ れ らを材料 と して 製造 され

る家具類な どが製造後 ， 運搬／施工 され る過 程で

侵入 し， 労せ ず して 自動的に 生息範囲 を拡大で き

て しま う． したが っ て ，特 に乾材 シ ロ ア リ対策と

して は ， 被害多発地域か らの 家具等 の 移動 に関 し

て は， くん 蒸処理 や熱処理 を行 っ て か ら移動 さ せ

る な ど，何 らか の 移動規制 ・管理 を行 うな ど の 対

策が必要 とな っ て くるか もしれな い ．

　乾材害虫や 乾材 シ ロ ア リは，元来，屋外 で 生息

して い た昆虫で あ るが ，我々 人間が長年の 経験で

培 っ た知恵で 構築 した家屋 と い う空間は，彼 らに

と っ て 風雨が しの げる だけで な く，

一
年中快適 な

温湿度が保たれ，さ ら に は天敵の い な い ，住み や

すい環境で ある． ヒ ラ タキ ク イ ム シ や ア メ リカ カ

ン ザ イ シ ロ ア リの よ うに ，日本 で は 屋外で全 く生

息が 確認され な い に もか か わ らず ， 各地で 被害を

勃発 させ る種まで 出て きて い る現状を顧み る と，

対策 の 基本と して 「家屋内に 持ち込 まな い 」努力

か ら始め る必要が ある よ うに 思わ れ る．
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